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(ｲ) 東大和市都市マスタープラン（令和 7年 3月） 

＜目指す都市の姿＞ 

○都市づくりの基本目標 

・東大和市駅、上北台駅、玉川上水駅周辺では、商業・業務、医療・福祉、教育、コミュ

ニティ、宿泊・滞在、居住、公共公益などの多様な都市機能が高度に集積するとともに、

交通結節機能の強化やアクセス性の向上により、市内外から人々が集まり、賑わい・交

流・活力が創出されている。 

○拠点：主要拠点 

・東大和市駅周辺では、都市計画道路などの都市基盤整備とあわせ、密集市街地の解消や

高経年化している建築物の更新を図るとともに、都市計画手法の活用により、商業・業

務、居住、医療・福祉、教育、公共公益などの機能が高度に集積した市の玄関口にふさ

わしい活力ある市街地の形成を目指す。 

＜地域別構想：東大和市駅周辺まちづくり推進地区＞ 

○東大和市駅中心地区 

・都市開発諸制度の活用について検討しつつ、「東大和市の玄関口」にふさわしい都市機能

が高度に集積した市街地の形成を図る。 

○東大和市駅周辺地区 

・都市計画道路の整備とあわせて、街区再編まちづくり制度の活用などによる建築物等の

共同化の促進を検討しつつ、都市機能の集積や回遊性の向上による賑わいの創出を図る。 

○土地利用の方針 

・東大和市駅中心地区では、市街地再開発事業など都市開発諸制度の活用について検討し

つつ、「東大和市の玄関口」にふさわしい都市機能が高度に集積した市街地の形成を図る。 

・東大和市駅周辺地区では、都市計画道路の整備とあわせて、用途地域等の見直しや街区

再編まちづくり制度の活用などによる共同化の促進を検討しつつ、商業・業務機能をは

じめとした都市機能の集積や駅から連続した回遊性の向上による賑わいの創出を図る。 

○道路と交通の方針 

・立川都市計画道路３・４・17 号桜街道線の計画区間は、東大和市駅前交差点などのピー

ク時の渋滞解消、快適な歩行空間の確保など交通環境の改善に向け、沿道整備街路事業

等の整備手法を検討し、事業化に向けた取組を推進する。 

・駅前広場などにおいては鉄道とバス・タクシー等の乗換機能や待合機能の充実など交通

結節機能の強化を検討する。 

○みどりと環境の方針 

・野火止遊歩道などでは、個性が生まれる再整備などを検討し、駅を起点とした水と緑の

ネットワークを形成する。 
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カ 防災：水被害 

・東大和市では、広く大雨や台風等によって 0.1～0.5ｍ未満の浸水被害が予想されている。 

・調査対象地区内では、0.1ｍ～0.5ｍ未満から 1.0ｍ～3.0ｍ未満の浸水被害が予想されてお

り、特に青梅街道沿い、向原六丁目での浸水被害が大きく予想されている。 

 

 

 

  

東大和市浸水・土砂災害ハザードマップ（令和 2年 3月 31 日現在） 
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（４）権利調査 

ア 土地 

・まちづくり対象地区内の土地の所有者は、1, 384 人となっている。 

・権利者は別途資料として整理。 

※登記簿に記された氏名と住所が同一の場合は同一人物としてカウント。 

イ 建物 

・建物の所有者は、1,374 人となっている。 

・所有者は別途資料として整理。 

※登記簿に記された氏名と住所が同一の場合は同一人物としてカウント。 

  























































































71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



,
. .

.

82



83



84



85



86



87



88



89


